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あらまし：高等教育機関では, 人間力や問題解決能力の養成が重要となる一方で, 専門的な知識を修得し
専門性を高めることも重要である. 本研究グループでは, 学習者が知識の拡充や創発を図れる学びをする
ため協調学習と作問を組み合わせたシステムを構築し, 知識の修得につながるかを検証してきた. 本稿で
は, これまでの検証から得た知見をもとに, 協調学習と作問に視点を置き, 学習者が知識習得を図るため
のシステムを提案する. また, 今後の研究計画としてシステムを活用した授業モデルも提案する. 	 
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1. はじめに 
情報系や看護・医療系などの分野では, 専門知識

を確実に修得した上で活動できる人材が求められて

いる. そのため, それらの分野を学ぶ者達は, 専門
知識を体系的に学び, さらに確実に理解しなければ
ならない. ただし, ただ知識を暗記するだけでなく, 
他の学習者と関わりながら, 新たな気づきを得なが
ら知識を洗練させること, そして, 他の学習者と知
識を共有することが重要である. 本研究グループで
は, 知識修得を支援するために協調学習と作問に着
目し協調学習支援システム(以後, Cisty-II と記載)と
作問システムの開発を行ってきた. そして, 知識の
拡充と創発を図るためにこの 2つのシステムを組み
合わせたシステムを構築し, 活用することで知識修
得につながるか検証を行ってきた. これまでに, 作
問を行い, 互いに回答し合うことで学習者に新たな
知識を得られる可能性があることを示してきた(1).  
本研究では, これまでの検証から得た知見をもと

に, 知識修得を図るためのシステムを提案する. そ
の上で, システムを活用した授業モデルについても
提案する. 

 
2. 開発したシステム 
2.1 Cisty-II 

Cisty-IIは, 本研究グループが独自に開発した協調
学習支援システムである. Cisty-II には, 柔軟にグル
ープを構成できる階層横断型グループ構成機能, 掲
示板の閲覧権限や匿名での投稿など詳細な設定が可

能な電子掲示板機能を有している. 

2.2 作問システム 
作問システムは, 森田により開発された, 作問機

能を搭載した教材作成システム(2)を元に新たに開発

したシステムである. このシステムの問題作成は, 
問題文作成・解答欄作成・ヒント作成・確認の計 4
つのステップ形式で問題を作成できる. 作成された
問題にはURLが発行される仕組みになっており, こ
のURLにアクセスするだけで, 作成した問題に取り
組むことができる. 
 
3. 事前検証 
3.1 授業の概要 
本研究グループは, 2 章で述べたシステムを組み

合わせ, ある大学の講義で活用し検証を行ってきた. 
本講義は, 2年生を対象とした「看護過程論」で, 2013
年前期に開講された. 講義では看護の基礎的技術に
関する知識を修得することを目標としている. 知識
の修得と活用を積極的に行うために座学とグループ

学習, 作問を組み合わせた授業モデル(図 1)を設計
した. 授業モデルでは, ①学習者に Cisty-IIでグルー
プ学習を行わせ, その成果をレポートとしてグルー
プ毎に提出し全体に公開する. ②学習者に個人課題
としてグループ学習で得た知識を活用して作問シス

テムで作問を行わせる. そして作問した問題を学習
者全体に公開し, 相互に学習する. ③学習者は①の
レポートと②の学習成果をもとに個人レポートを作

成しグループ全体に公開し, これまでに得た知識を
活用して②と同様の作業を行う. ④これまでの成果
を元に②と同様の作業を行う. 
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3.2  作問時における知識意識化 
問題を作成するためには, 得られた知識を活用す

る必要がある. そのため, 作問の際に, 学習者が得
た知識をどれ程意識しているのかを検討した. 本授
業においては, 授業モデルを全部で７回適用してい
る. 各回 3問ずつ作問するため, 合計すると 21門作
成したことになる. 作問の際には, 講義内で学習し
た知識を活用して作問を行うように学習者に教員が

指示した. ただし, ７回のうち前半３回の作問では, 
講義で学習した知識の一覧表は提示していない. 後
半 4 回の作問時に, 講義で学習した知識の一覧表を
学習者に提示した. また, 作問した問題について何
の知識を活用して作成したのか, 講義終了後に学習
者が確認した. 学習者自信が認識している知識活用
項目と, 教員のそれと比較することで, 授業内で教
員が習得させたい知識を, 学習者がどの程度意識化
しているのか検討した. 
学習者と教員の項目とを比較した結果, 知識の認

識の一致率は平均 79%であった. また, 知識を提示
しなかった前半 3 回と提示した後半４回では, 前半
の一致率が 77%, 後半は 81%であった. 後半のほう
が若干数値は高くなったが, 優位な差は認められな
かった(t 検定による). よって, 明示的に学習者に知
識を提示するか否かにかかわらず, 知識と問題の関
連付けができていたことから, ある程度知識修得が
できていた. しかし, 約 20%の知識については, 学
習者は知識の分類ができておらず認識ができていな

かった. そのため, 教員と学習者との間に知識の認
識の差があると考えた. また, 7回で学ぶ知識をどれ
程学習者が理解しているのか確認できていない. よ
って教員と学習者との間に知識の認識の差をなくす

ために個別学習や協調学習で得られる知識を把握す

る仕組みや学習者が学ぶ知識をどこまで学習したの

か把握する仕組みが有効だと考える. 
 

4. 提案するシステム 
3 章の結果から, 教員と学習者との間に知識の認

識の差や学習者が学んでいる知識を把握できる仕組

みが必要と考えた. そこで個別学習や協調学習で得
られる知識や学習者が知識をどの程度理解している

のか一元的に見られる可視化システムを提案する. 
情報系や看護・医療系などといった体系的に学ぶ事

ができる学問領域では, 知識の体系化 (以降, 知識
体系マップと記載) の構築が可能と思われる. そこ
で具体的に授業で学ぶ知識の定義を行い, 知識体系
マップを ICTシステムで可視化するシステム (以降, 
知識可視化システムと記載) を開発する. 具体的に
は, 学習者が個別学習や協調学習で学ぶ事が望まし
い知識を可視化し, どういった知識を修得していく
のか把握できる仕組みを開発する. かつ, 学習した

知識を知識可視化システムに表示できるようにす

る. さらに, 不足している知識を補うために, 学習
者が作問を行わせ, 作問した問題を知識可視化シス
テムで知識と関連付けた形で他の学習者に公開する

ことで, 知識の共有も図れると考えられる. そのた
め, 学習者の作問時に問題内容に含まれる知識を登
録できるようにし, 知識可視化システムと連携でき
る仕組みを開発する. こうした知識可視化システム
を実現することで学習者だけでなく教員も, 領域内
で学習者がどういった知識を体系的に学ぶのか, ま
た, 学習者が知識をどこまで学んでいるのかを確認
できる高度な LMSになると期待している.  

 
5. 提案する授業モデル 

4 章で述べたシステムを活用した授業モデルとし
て, 学習者が知識をどこまで学んでいるのかを確認
しながら知識を修得できることを狙った図 2の授業
モデルを提案する. 提案する授業モデルは, ①学ぶ
知識を知識可視化システムで表示する.	 ②学習者が

個別学習を行い,	 基礎知識を養成する.③学習者に

Cisty-II	 で②で得た知識を活用しCisty-IIで協調学習
を行い,	 他の学習者と関わることで新たな気づきを

促す.	 ④学習者にこれまでの学習成果を活用して作

問システムで作問を行わせる.	 ⑤知識可視化システ

ムで学習者全員に作成した問題を公開し相互に問題

に取り組み知識の共有を図らせる.	  

6. まとめ 
今回の検証において, 学習者は, 教員が意図した

知識をある程度認識して知識を習得していることが

わかった. しかし, 学習者が学ぶ知識をどれ程理解
しているのか確認できていない. このことから学習
者が学ぶ知識をどこまで学習したのか把握できる仕

組みが有効と考え, 学習する知識と修得した知識を
一元的に見られる知識可視化システムとシステムを

活用する授業モデルを提案した. 今後は, システム
と授業モデルの有用性を検討していく必要がある.  

 
参考文献 

(1) 三浦 鉱輝,立野 仁,山川 広人,金子大輔,辻 慶子,小松
川 浩: “作問機能を有する協調学習支援システムの開
発と評価”, 教育システム情報学会 JSiSE2013第 38回
全国大会, C4-1, 193~194 (2013) 

(2) 森田 恭介：“マルチデバイス対応の教材作成システム
による 共有知形成に関する研究”，千歳科学技術大学 
修士論文,  2012年 

図 2    提案する授業モデル 

図 1    設計した授業モデル 
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